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平素は格別のご支援を賜り厚く御礼申し上げます。 
当社の第164期中間報告書をお届けするにあたり、ご挨拶申し上げます。
わが国経済は、賃上げ等による個人消費の回復や堅調なインバウンド需要、自動

車生産の正常化に伴う輸出の回復などが景気を下支えしました。一方で、ロシア・
ウクライナ紛争の長期化等による資源・エネルギーの価格高騰と供給不足、不安定
な為替相場など、依然として先行き不透明な状況が続いております。

このような状況の中、当社は、売価改定、拡販に注力するとともに、生産の合理
化・効率化による製造原価低減など一層のコスト削減に取り組み、全社を挙げて収
益確保に努めてまいりました。

この結果、当中間期の売上高は、95億23百万円（前年同期比14.4％増）となり
ました。アジア向けの販売は減少しましたが、農薬関連化学品の北米向け販売増、
触媒関連の新製品販売、及び為替の影響による増収などが主な要因です。利益面
では、昨年10月に稼働開始した研究パイロットプラントの減価償却費の増加や原料
価格高騰などの減益要因はあったものの、北米向け農薬関連化学品の販売増加や
為替の影響及び売価改定などの増益要因があり、営業利益は5億43百万円（前年同
期比94.4％増）、経常利益は3億86百万円（前年同期比51.1％増）、中間純利益は2億47百万円（前年同期比42.3％増）
となりました。

業績面では、前年同期比で大きく改善しているものの、中期経営計画の数値目標とのギャップは依然として大きい状況
です。しかし、策定したアクションプランは概ね計画どおり進捗しており、以下に、具体的な取り組みをご紹介いたします。
「事業成長戦略加速」については、成長ドライバーと位置付けているCO₂吸収アミン化合物の開発を加速するために、

CO₂吸脱着評価システムを構築し、評価を進めています。また、アミン類については、インド現地企業との事業提携も視
野に入れて事業ポートフォリオ高度化の検討を進めています。
「経営基盤強化」については、DX（デジタル革新）、MX（マネジメント革新）、GX（ガバナンス革新）、SX（サステナビリ

ティ革新）の4つの分野での取り組みを強化しております。
「人材育成強化・加速」は、「KOEI Vision 2030」達成に資するような教育体系の抜本的見直しに着手し、2025年

春からは社内大学「広栄MANABIYA」をスタートさせる予定であり、社員が自律的に学び、生涯にわたって成長し続け
られる教育研修体制の整備を進めています。

現在、2025年度からスタートする次期中期経営計画を策定しているところです。現中期経営計画の3つの基本方針である
「事業成長戦略加速」、「経営基盤強化」、「人材育成強化・加速」の方向性は変わりませんが、「事業成長」、「収益性向上」そ
して「人的投資強化」に更に注力していく方針です。2030年度の目標である「KOEI Vision 2030」で掲げた売上高300億円、
ROIC10%の達成に向け、重要なマイルストーンとなる次期中期経営計画では、現中期経営計画で掲げていたROIC8％の目標
に再チャレンジすることといたします。2023年度のROICは1%であり、ハードルは相当高いものと認識しておりますが、引き続
き資本コストを意識した経営に注力し、収益性の抜本的な改善に向けた取り組みを強化してまいります。

代表取締役社長
社長執行役員
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現中期経営計画の進捗や次期中期経営計画の方向性につきましては、本年10月に発行いたしました「広栄化学レポート
2024」でご説明しております。本報告書と合わせ是非ご一読賜りますようお願い申し上げます。

株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご支援、ご鞭撻を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。
2024年12月
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● 収益力があり成長を続ける会社
● 事業を通じて社会に貢献する会社
● 皆が働きがいを持ち、幸せになれる会社

経営目標（2027年度）

売上高：算定中
ROIC 8%
（現中期経営計画における
　目標値に再チャレンジ）

経営目標（2030年度）

売上高　300億円
ROIC 10%

KOEI Vision 2030

Transformation
KOEI

製品ポートフォリオ見直し
CO2吸収用途アミン化合物の開発・拡販
有機金属触媒の開発・拡販
アミン・気相プラントの生産体制最適化

現中期経営計画

重点項目

新中期経営計画

1）事業成長戦略加速 （1）収益力強化

（2）事業成長加速

（3）経営基盤強化

2）経営基盤強化

3）人材育成強化・加速

「伝承と挑戦 KX2.0」

予想

10%

8%

2%

現
中期経営計画

20242024
次期

中期経営計画

2027

KOEI
Vision

2030

目標

ROIC…

ROIC…

ROIC…

KOEI Vision 実現

基本方針継続

  ❶事業成長戦略加速  ❷経営基盤強化  ❸人材育成強化・加速
基本方針



前年中間期
2023年4月1日から2023年9月30日まで

当中間期
2024年4月1日から2024年9月30日まで

売上高
8,325

営業利益
279

経常利益
255

売上
総利益
2,654

中間
純利益
173

売上高
9,523

営業利益
543 経常利益

386

売上
総利益
2,685

中間
純利益
247

損益計算書･（単位：百万円） 製品グループ別売上高構成比

貸借対照表

2024年
4月1日現在

2024年
9月30日現在

当中間期
2024年4月1日から2024年9月30日まで

△21

現金及び
現金同等物に
係る換算差額

3,384

営業活動による
キャッシュ・フロー

△723
投資活動による
キャッシュ・フロー

△2,240

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び
現金同等物の
期首残高
562

現金及び
現金同等物の
中間期末残高
961

2024年度中間期
売上高

9,523百万円

機能性化学品

3,268百万円
34.3%

医農薬関連化学品

4,988百万円
52.4%

その他

1,266百万円
13.3%

キャッシュ・フロー計算書･（単位：百万円）

■ 資産の部
（単位：百万円）

■ 負債・純資産の部
（単位：百万円）

前　期
2024年3月31日現在

当中間期
2024年9月30日現在

前　期
2024年3月31日現在

当中間期
2024年9月30日現在

資産合計
39,304

資産合計
37,928

負債・純資産合計
39,304

負債・純資産合計
37,928

流動資産
14,858

固定資産
23,070

流動負債
8,926
固定負債
7,182

純資産
21,819

流動資産
14,935

固定資産
24,368

流動負債
9,492

純資産
21,819

固定負債
7,992

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
21,500百万円 1,000百万円 950百万円 650百万円

通期業績予想･･2024年4月1日～2025年3月31日
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第161期 第162期 第163期 第164期

■中間期  ■通期

18,601

9,523

9,006

19,427

8,325

17,296

7,825

第161期 第162期 第163期 第164期

■中間期  ■通期

690

247
757 299

173

940

475

第161期 第162期 第163期 第164期

■中間期  ■通期

832

543

984 415

279

508

327

第161期 第162期 第163期 第164期

■中間期  ■通期

39,304
37,928

39,082

34,706

第161期 第162期 第163期 第164期

■中間期  ■通期

855

386
1,016

347

255

802

457

第161期 第162期 第163期 第164期

■中間期  ■通期

21,819
22,054

21,81921,934

55.5 57.556.4
63.2

通期      中間期

純利益（百万円） 自己資本（百万円）／自己資本比率（％）総資産（百万円）

売上高（百万円） 経常利益（百万円）営業利益（百万円）

4

財務ハイライト

財
務
ハ
イ
ラ
イ
ト

ト
ピ
ッ
ク
ス

株
主
の
皆
様
へ

財
務
諸
表

会
社
概
要
／
株
式
の
状
況



今年、当社はホルマリン事業90周年、ピリジン事業60周
年を迎えます。ホルマリン、ピリジン類は大阪工場でそれぞ
れ1934年、1964年に製造を開始しました。その後千葉事
業所でも1971年にホルマリン、1972年にピリジン類の製造
を開始し、現在に至るまで生産を継続しています。

当社のホルマリンは、100社以上の顧客に供給しており、
食品・健康分野や電子材料関連分野、医療分野など多岐に
わたる分野で使用されています。ピリジン類も、農薬関連や
医薬中間体、半導体関連製品等、様々な用途で広く使用さ
れています。また、両製品は、顧客への販売だけでなく、当
社基盤製品の原料としても使用しており、当社にとって重要
な製品と位置付けています。引き続き、両製品の競争力強
化・安定供給に取り組んでまいります。

2024年8月30日、当社千葉事業所において、第1回全社イノベー
ション大会を開催しました。これまでは、研究開発や生産技術の成
果を発表する場として「研究開発・ 技術報告会」を開催しておりました
が、「KOEI Vision 2030」に掲げている「製造・販売・研究・間接部
門すべての部門でのイノベーション」を加速させるため、全部門におけ
るイノベーションへの取り組みを発表する場として開催しました。会
場・オンラインで200名を超える社員が参加し、部門の垣根を越え
た活発な意見交換等が行われました。また、投票の結果、最優秀賞 
に「CO₂吸収分離・回収用アミンの開発」等が選ばれました。「KOEI 
Vision 2030」の達成に向けて、引き続き、全部門でイノベーションを
加速し、事業を通じて持続的な社会の実現に取り組んでまいります。

ホルマリン事業90周年、ピリジン事業60周年

第1回全社イノベーション大会開催
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トピックス

ホルマリン事業、ピリジン事業年表

2024ホルマリン事業90周年
ピリジン　事業60周年

（ 〇：ホルマリン関連、●：ピリジン関連 ）

大阪でピリジン類製造停止  2003
大阪でホルマリン製造停止  2002

1972  千葉でピリジン類製造開始
1971  千葉でホルマリン製造開始

1964  大阪でピリジン類製造開始

1934  大阪放出でホルマリン製造開始



設 立 1917年6月17日
資 本 金 23億43百万円
従 業 員 数 411名（嘱託、派遣社員、出向者除く）
事 業 内 容 医薬、農薬、塗料、染料、各種合成樹脂の

原料・中間体の製造及び販売他
事 業 所 等 東京本社：東京都中央区日本橋小網町1番8号

千葉事業所（千葉プラント・千葉研究所）：
　　　　　千葉県袖ケ浦市北袖25番地

ウェブサイト https://www.koeichem.com/
証 券 コ ー ド 4367

会社概要 (2024年9月30日現在）

発行可能株式総数 16,000千株
発行済株式総数 4,900千株
株主数 3,110名　

「このシンボルマークは、･「両手と分子模型」･
をデザインしたもので、化学物質を大切に
取り扱うという趣旨を表しています。」

株主メモ

事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日まで

定 時 株 主 総 会 毎年6月開催

株主確定基準日 （1）定時株主総会・期末配当 3月31日
（2）中間配当 9月30日

その他必要ある時は、あらかじめ公告して基準日を定めます。

株主名簿管理人及び
特別口座の口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

株主名簿管理人
事 務 取 扱 場 所

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

（郵便物送付先） 〒168-0063
東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

（電話照会先） 0120-782-031

インターネット（ホームページURL） https://www.smtb.jp/personal/
procedure/agency/

公 告 の 方 法 当社のウェブサイトに掲載いたします。
https://www.koeichem.com/

上場証券取引所 東京証券取引所スタンダード市場

株式の状況 (2024年9月30日現在）

配当金は口座振込でも受け取ることができます。

お手続きに関するお問い合わせ先
⃝ 証券会社に口座をお持ちの株主様は、お取引口座のある証券会社へお問い合わせ

ください。
⃝ 証券会社に口座がない株主様は、左記に記載の電話照会先へお問い合わせください。

口座振込に指定する場合
ご指定の口座に振り込まれるため、
配当金のお支払い開始日に確実に 
お受け取りができ、大変便利です。

配当金を郵便局の窓口で
お受け取りの場合

⃝ 受け取り忘れのリスクがあります。
⃝ 郵便局へ行く手間がかかります。

株式に関する住所変更等のお届出及びご照会について
証券会社の口座をご利用の場合は、三井住友信託銀行ではお手続きがで
きませんので、取引証券会社へご照会ください。証券会社の口座のご利用
がない株主様は、左記の電話照会先までご連絡ください。
特別口座について
株券電子化前に「ほふり」（株式会社証券保管振替機構）を利用されていなかっ
た株主様には、株主名簿管理人である左記の三井住友信託銀行株式会社に口座

（特別口座といいます。）を開設しております。特別口座についてのご照会及び住所
変更等のお届出は、左記の電話照会先にお願いいたします。
単元未満株式の買取買増制度について
単元未満株式（100株未満の株式）を、当社と売買いただく制度（単元未満株
式買取及び買増請求の制度）がございます。売買をご希望される場合は、お近
くの三井住友信託銀行株式会社の本・支店にご連絡ください。
配当金のお支払期限について
配当金は、支払開始の日から満3年を経過しますと、定款の規定によりお支払
いできなくなりますので、お早めにお受け取りください。
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医薬原料・中間体
⃝	抗潰瘍薬　
⃝	抗結核薬
⃝	腎疾患、心不全治療薬
⃝	肺炎治療薬
⃝	新型コロナウイルス感染症薬
⃝	抗凝固薬
⃝	降圧薬
⃝	抗がん剤
⃝	抗生物質
⃝	抗不整脈薬
⃝	糖尿病薬
⃝	狭心症薬

自動車関連
⃝	自動車用プラスチック
	 （ポリエチレン、ポリプロピレン等）
⃝	タイヤコード　
⃝	自動車エンジン用鋳型
⃝	電着塗料

電子材料関連
⃝	半導体用表面処理剤
⃝	フォトレジスト
⃝	ポリイミドフィルム
⃝	低誘電樹脂
⃝	アルミ電解コンデンサ
⃝	光学フィルム用帯電防止剤

CO2排出削減関連
⃝	CO2吸収アミン化合物
⃝	太陽電池用樹脂、太陽光
パネルの導電ペースト

･詳しくは10月に発行されました広栄化学レポートをご覧ください
･ https://www.koeichem.com/dcms_media/other/KoeiChemicalReport2024JP.pdf

当社製品は、医農薬、電子材料関連、CO2排出削減関連や自動車関連など、
社会の様々な場面で、皆さんの役に立っています。

社会に役立つ広栄化学


